
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 相模原ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人 神奈川経済専門学校 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

商業実務 

専門課程 
観光学科 

夜 ・

通信 
8 単位 7 単位  

商業実務 

専門課程 
IT 総合学科 

夜 ・

通信 
8 単位 7 単位  

商業実務 

専門課程 
国際ビジネス学科 

夜 ・

通信 
8 単位 7 単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

シラバス内に記載、事務所に設置 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 相模原ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 神奈川経済専門学校 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画書（シラバス）は、職業実践専門課程の認定基準に沿って教育課程編成委

員会の意見を反映したカリキュラムを実現するように編成している。 

 また、各学科の分野に関する職業に必要となる実践的かつ専門的能力を育成するた

めの実習、演習等を授業に取り込む努力を最大限に行う。 

・授業計画書（シラバス）は、学習計画及び評価方法等を明記したものを、３月まで

に各担当教員が作成し、教務主任が調整して４月の新学期開始時に公表している。 

授業計画書の公表方法 

 

学生に配布するのガイドブックに記載、一般の方には事務

室に閲覧場所を設けて対応する。 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・学業成績は、授業科目ごとに行う試験によって、これを定める。ただし、授業科目

によってはその他の方法で査定することができる。 

・試験には定期試験、追試試験および再試験等がある。追試験はやむを得ない事情に

より定期試験を受けられなかった者に対して行い、再試験は受験の結果、不合格とな

った者のために行う。 

・追試験および再試験は、本校において必要と認められたときに限り、これを行う。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・学業成績の判定は優、良、可、不可の 4 種をもってこれを表し、優は 80 点以上、良

は 60 点以上、可は 50 点以上、不可は 50 点未満として、優、良、可を合格、不可は不

合格とする。GPA は以下のとおり、成績を数値化し、判定する。 

優＝3.0 良＝2.0 可＝1.0 不可＝0.0 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学生へ配布したガイドブックに記載、事務室に設置 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。  
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 ・本校が定める卒業認定単位を取得すること。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生配布のガイドブックに記載、一般の方には、事務室に

閲覧場所を設けて対応する。 

 
 



  

  

① 学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 観光学科 ○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼 1700 時間 

 

1460時間 240 時間 0時間 0時間 0時間 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50 人 50 人 46 人 4 人 15 人 19 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業計画書（シラバス）は、職業実践専門課程の認定基準に沿って教育課程編成

委員会の意見を反映したカリキュラムを実現するよう編成している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 ・学業成績の判定は優、良、可、不可の 4 種をもってこれを表し、優は 80 点以上、

良は 60 点以上、可は 50 点以上、不可は 50 点未満とし、優、良、可を合格、不

可を不合格とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・本校が定める卒業認定単位を取得すること。 

学修支援等 

（概要） 

・早期一括納入者授業料（5 万円割引）、優遇制度（１年次のみ） 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24 人 

（100％） 

2 人 

（8％） 

18 人 

（75％） 

4 人 

（17％） 

（主な就職、業界等） 

 観光業、ホテル業、飲食業など 

（就職指導内容） 

・面接指導、履歴書添削、就職説明会の企画・開催 

（主な学修成果（資格・検定等） 

・旅程管理主任者、世界遺産検定、TOEIC、社会人常識マナー検定等 



  

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  50 人 1 人  2％ 

（中途退学の主な理由） 

・自己都合 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・定期面談、個別相談受付 

 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 
ＩＴ総合学科 

（旧：ゲーム学科） 
○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

昼 1700 時間 

 

1460時間 240 時間 0時間 0時間 0時間 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50 人 50 人 36 人 4 人 15 人 19 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業計画書（シラバス）は、職業実践専門課程の認定基準に沿って教育課程編成

委員会の意見を反映したカリキュラムを実現するよう編成している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 ・学業成績の判定は優、良、可、不可の 4 種をもってこれを表し、優は 80 点以上、

良は 60 点以上、可は 50 点以上、不可は 50 点未満とし、優、良、可を合格、不

可を不合格とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・本校が定める卒業認定単位数を取得すること 

学修支援等 

（概要） 

・早期一括納入者授業料（5 万円割引）、優遇制度（１年次のみ） 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 20 人 

（100％） 

1 人 

（  5％） 

14 人 

（  70％） 

5 人 

（  25％） 

（主な就職、業界等） 

 ・製造業、ＩＴ業界等 

（就職指導内容） 

・面接指導、履歴書添削、就職説明会の企画・開催 

（主な学修成果（資格・検定等） 

・ＭＯＳ、ＩＴパスポート、Pythonエンジニア基礎認定試験、社会人常識マナー検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  47 人 1 人  2％ 

（中途退学の主な理由） 

・自己都合 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・定期面談、個別相談受付 

 

 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 国際ビジネス学科 ○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

昼 1700 時間 

 

1460時間 240 時間 0時間 0時間 0時間 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50 人 25 人 25 人 4 人 15 人 19 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・授業計画書（シラバス）は、職業実践専門課程の認定基準に沿って教育課程編成

委員会の意見を反映したカリキュラムを実現するよう編成している。 

成績評価の基準・方法 



  

（概要） 

 ・学業成績の判定は優、良、可、不可の 4 種をもってこれを表し、優は 80 点以上、

良は 60 点以上、可は 50 点以上、不可は 50 点未満とし、優、良、可を合格、不

可を不合格とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・本校が定める卒業認定単位数を取得すること 

学修支援等 

（概要） 

・早期一括納入者授業料（5 万円割引）、優遇制度（１年次のみ） 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0 人 

（0％） 

0 人 

（0％） 

0 人 

（0％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

  

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 2026 年新設学科 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

観光学科 150,000 円 430,000 円 120,000 円  

IT 総合学科 150,000 円 430,000 円 120,000 円  

国際ビジネス学科 150,000 円 430,000 円 120,000 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://kanasen.ac.jp/information/ 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

5 年以内に実施予定 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

   

   

   

   

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

 

（備考） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://kanasen.ac.jp/information/ 

 


